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児童の学習意欲を育てる授業づくり
- 主体的な学習活動を取り入れた実践を通して -
学習開発コース (10220913) 星 愛 美
本研究では,｢児童の学習意欲を育てる授業｣を実現することを目指している｡近午,児
童の学習意欲を育てるために｢主体的な学習活動｣を行うことが求められている｡そこで,
小学校2校の実習において授業を実践し,児童主体の活動の検討と実践を行った｡ その結
果,児童の話し合いや実験をもとに授業を展開することで児童の意欲的な態度が現れるこ
とが明らかになった｡
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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及び研究の背景
日本では ｢学習意欲向上のための総合的戦略｣
(文部科学省,2004)など,｢関心 ｡意欲 ｡態度｣
の育成を重視してきたにもかかわらず,子どもの
学習に対する関心意欲の低下が懸念され続けてい
る｡学習意欲,すなわち ｢自ら学ぶ意欲｣につい
て樫井 (2009)は ｢自発的に学ぶ動機のことであ
り,学習動機の一つ｣と定義づけている｡つまり,
学習それ自体に関心があって取り組む内発的動機
づけに加え,自己実現に向かおうとする外発的動
機づけを含むものである｡これらは,どちらも他
律的でなく自己決定による意欲であると捉えるこ
とができる｡自己決定について棲井 (1997)は,
ライアンの自己決定理論をもとに｢自分でできる｣
から ｢自分で決めてする｣ という児童の主体性を
重視することで自発性を育てるとしている｡
(2)研究の目的
児童の学習意欲を育てるためには,自己決定を
含めた児童主体の活動を通した授業を展開するこ
とが必要であると考え,これを実践していくこと
とする｡また,実践の結果として学習意欲が育て
られたのかを検討してい く ｡
(3)研究の方法
本研究では,小学校2校の実習において,児童
の学習意欲を育てる授業づくりを目指す｡その中
で,｢児童の主体的な活動と学習意欲の関係｣を明
らかにする｡その際の手順は以下の通りである｡
① 児童主体の活動として話し合い,実験を取り入
れた授業を考え,筆者が実践する｡
② 授業後,学級担任を含む参観者から事後研究会
にて意見を聞く｡筆者の授業を観察してもらう教
師には ｢教師 (筆者)のどのような支援が子ども
の意欲に変化をもたらしたか｣｢授業内の児童を主
体とした活動は学習意欲を高めるために適切であ
ったか｣という視点で話を聞いてい く｡
③ 事後研究会,児童の反応や振り返りノートをふ
まえて自評を行い,授業をふり返る｡
④ ②③をもとに,導入した指導方策や授業の効果
について考察するとともに,今後の課題について
も検討する｡
2 先行研究の検討
(1)子どもの主体的な学習活動について
杉原 ｡楼井 (1987)は教師のリー ダーシップと
子どもの学習意欲の関係を明らかにする実験を行
っている｡教師が子どもの自主的な学習活動を援
助するようなリー ダーシップを取るならば,子ど
もは自発的に学習活動ができ,その活動から得ら
れる有能感や自己決定感によって内発的な学習意
欲も高まるとい う｡
また,松田 (2010)は,生活科の授業実践を通
して ｢私が子どもの学習意欲向上の取り組みとし
て大切にしてきたことは,子どもに 『どうしてだ
ろう』『なぜだろう』と考えさせることです｡自分
が考えた事と事実が違うと,子どもは悔しがりま
す｡何が違ったのかを比べ,方法を変えてやろう
とします｡(中略)このことが子どもたちの学習意
欲の向上だけでなく,継続につながっていくと考
えています｣と述べている｡子どもが試行錯誤し
て動くことができる,すなわち児童主体の活動を
子どもが経験することで学習意欲が育っと言い換
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えることができる｡
これらのことから,学習意欲の向上には子ども
の主体的な学習活動が大きくかかわっていると考
えられる｡
(2)児童の主体的な話し合いについて
児童の主体的な学習活動を話し合いに焦点を
当てて実践研究している松尾 ･丸野 (2007)は,
話し合いを支える熟練教師は ｢正解探しの発想｣
や,自分で考えないことにつながる ｢同じです｣
等の形式的な応答といった,子どもが主体的に学
び合うことの妨げになっている認識を感じ取り問
い直すという支援をしていることを明らかにして
いる｡
(3)実験について
萩原 ･小花(2005)は,理科における一人-実験
の授業形態は子ども一人一人が実験器具に触れる
機会を保障し,そのことがコンサマトリー (自己目
的)性の意欲を満たすということを明らかにして
いる｡
また,国立教育政策研究所 (2005)が ｢学校で
の学習活動や児童生徒の自主的な活動の程度の違
いによって科学-の学習意欲の形成に違いが見ら
れるか｣を調査したところ,自主的な活動を行っ
ている学校の児童の方が,行っていない学校の児
童よりも ｢理科を学習すれば,疑問を解決したり
予想を確かめたりする力がつく｣と感じた得点が
高いという結果が見られた｡この調査から,国立
教育政策研究所は理科の研究 (課題研究)を経験
した児童生徒は,科学-の学習意欲が高い傾向に
あるとい う結果をまとめている｡
これらの研究から,実験の際,児童一人一人が
対象について考えられる場面を確保することが学
習意欲を育てることにつながると考えられる｡
3 実践と結果 (明らかになったこと)
本研究の実践は,都市圏実習で配属されたⅩ小
学校と教職専門実習Ⅱで配属されたY小学校で理
科を中心として行った｡ 理科を中心とした理由と
しては,先行研究に基づき,児童の主体的な活動
を図るために実験という手段が観察しやすいと判
断したためである｡ 以下の実践の報告は上記2校
で実践した理科の授業である｡
(1)Ⅹ小学校での実践
単元 ｢水溶車夜の性質｣全 11時間の札 6時間の
実践を行った｡実践の内容は酸性の水溶液 (塩酸)
が金属を溶かすこと,溶けた金属は金属ではない
別の物質に変わることを実験を通して調べるもの
である｡
【事例1】
単元の4･5時間目は塩酸に溶けた (と児童等は
仮定した)アルミニウムを,塩酸を蒸発させるこ
とによって取り出すという実験を行った｡それを
受けた6時間目は取り出した固体は本当にアルミ
ニウムなのかを調べる実験を,時間の都合上,実
験の方法は児童の話し合いで決めて師範実験のみ
行う計画を立てた｡しかし,児童にその意向を伝
えると,児童Ⅹが ｢今までも自分たちでしてきた
んだから,最後も自分たちでやりたい｣ と言い,
他の児童それに賛同した｡事後研究会でこのこと
について言及すると了学習意欲が高められた要因
として教材研究,実験の準備,子どもの思考に沿
った授業展開が大きいのではないか｣という意見
をいただいた｡
(2)Y小学校での実践
単元 ｢豆電球にあかりをつけよう｣全8時間の
内,7時間の実践を行った｡
【事例2-(∋】
単元の1時間目は了懐中電灯を例に ｢どうやっ
てあかりがつくのか｣を考える活動を行った｡【表
2-①】は実験に必要な道具を児童が考える場面で
ある｡実践の内容は回路の作り方や,電気の通り
道について調べるものである｡
【表2-①】 豆電球にあかりをつける方法を考える場面
turn 発話者 発話内容
ト1 教師 どうやってあかリがつくのかわか
る?
?
??
?
?
?
【
】?
?
?
】
?
??
?
?
?
児童A 電池｡
児童B 電気｡
教師 電池があるとつくの?
児童 つかない｡
教師 電池だけだとつけられる?他に何
があるとつけられる?
児童 本体｡
青とか赤とか｡
1-8 教師
ト9 児童
ト10 児童C
1-11 児童D
エナメルとか｡
導線｡
エナメル線とか出たけど､それで
つく?
つかない｡
線をつけないとつかない｡
やってみたいな｡
注)｢発話者｣に｢児童｣と表記してある場合は不特定多数の
子どもの発話やつぶやきを示している｡
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ここでは道具の種類や実験方法を指示せず,児
童主体で考えるということを大切にして弓受業を進
行した｡その結果,児童Dは ｢やってみたい｣と
いう発言をしている｡このことについて事後研究
会で参観した先生は ｢このつぶやきが活動-の意
欲の高まりの証拠｣と述べている｡
E事例2-②】
【事例 2-①ヨの後,実験の時間を決める活動
は 【表2-②】のように展開された｡
【表2-②】実験前後の場面
turn 発話者
2-1 教師
2-2 児童E
2-3 教師
発話内容
どんな実験をしたか､絵や言葉で
書いてほしい｡
もっと10分くらいほしい｡
大丈夫｡十分時間取るから｡
≪板書≫じっけんしてみよう!
(かはじめの5分は一人で.
②ノー トにあかりがついた方法､つかなかった方法を絵や
言葉で記録する｡
2-4 教師
2-5 児童
2-6 教師
2-7 児童F
2-8 教師
2-9 児童G
2-10 教師
実験どのくらい必要?
5分 !
もっと必要｡
20分くらい｡
最初の5分は一人でじっくり｡あと
15分は班の人と相談していいよ｡
(中略 児童実験中)
先生､じっくりタイム終わったよ｡
じゃあ､みんなで話していいよ｡
他にどんなつなぎ方があるかや
ってみる｡
いいね｡他のつなぎ方も試してみ
て｡
注)｢発話者｣に｢児童｣と表記してある場合は不特定多数の
子どもの発話やつぶやきを示している｡
実験の時間は,児童の考えを取り入れて 20分
とした｡そのうち始め5分は ｢じっくりタイム｣
とし,個人が考えられる時間を確保した｡その結
果,児童が真剣に実験に取り組むことができただ
けでなく,時間に見通しを持っことができた｡事
後研究会では,実験の時間を児童の意見を取り入
れて十分に取ったことが児童の意欲を高める援助
になっていたという意見もあった｡
また,【表2-②】のあとの展開で実験結果を発
表する際,発表者も聞き手も活発に意見を出せる
活動になった｡ この活動に関して観察した教師か
らは ｢一人一人が自由に思考できる時間を確保し
たため,全員が実験に関する考えや結果を持てた
ことが話し合いを活発にしたのではないか｣とい
う意見が出た｡
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この後,あかりをつけることができた子も,で
きなかった子もノートに結果を記録することがで
きていた｡
【事例2-③】
単元の3時間目に ｢豆電球の中の電気の通り道
はどのようになっているのか｣を考える活動を行
った｡児童には自身の考えを黒板に描いた図を使
って発表してもらい,児童の話し合いを中心に展
開した｡
【表2-③】豆電球の電気の通り道を考える場面
turn 発話者 発話内容
3-1 児童H 線が6本入ってる.
3-2 児童Ⅰ プラスから出て､もじゃもじゃ行っ
て,マイナス｡
3-3 児童J 電気の通り道･･rわかんない.
(中略)
3-4 教師 回路確認するねO
みんな教科書持っている?P.81
出して｡
【図2-③】児童が考える電気の通り道
話し合いは4人の児童が黒板に 【図2-③】を
描いて,これを中心に進むことになった｡しかし,
児童の意見は多様であり,収拾がつかなくなって
しまった｡また,課題が理解できなかったのか白
紙のままの児童も少なくはなかった｡この状況で
筆者は教科書に描いてある豆電球の透視図を見せ
てまとめるという終わり方をした｡これに対して
事後研究会では ｢発表をしている児童と,それを
聞いている児童とをつなぐような支援が必要｡聞
いている児童は自分の学習になっていたのだろう
か｣｢児童から意見を取り上げたのに教科書に答え
が書いてあるという終わり方では意味がない｣と
いう指摘を受けた｡
4 考察
先行研究をふまえ,実践の結果について以下の
通り考察した｡
① 話し合いについて
話し合いの中で,活発な意見交換や頒きが見ら
れた時は児童一人一人が自由に思考する時間を確
保して実験のデータを持っていた｡ 全員が話し合
いのための材料を持っているということが,主体
的に学ぶための援助になっていたのだと考えられ
る｡よって,話し合いの前に児童全員が自身の考
えを持てるように時間を確保することが大切にし
なければならない｡
② 実験について
実験の流れとして,児童の考えに基づき,自身
で実践する児童主体の活動を徹底した結果,意欲
が育った場面が見られた｡また,Y小学校では児
童の振り返りの中で ｢最初はつかなかったけど,
あかりがついたときはうれしかった｣と書いてあ
るものがあり,同じ内容を書いている子どもが大
勢見られた｡自身の手で実験をすることでコンサ
マ トリー 性の意欲を満たすことができ,試行錯誤
の経験では学習意欲の向上が図られたのだと考え
られる｡よって,児童主体の実験を行うことで学
習意欲が高まると言える｡
③ 自己決定について
授業の流れを考えさせることで,児童は学習に
積極的に取り組むことができた｡よって,自己決
定することが,｢確かめてみたい｣｢調べたい｣と
いう意欲を高めると言える｡
5 到達点と課題
(1)これまでの実践研究の成果 (到達度)
① 話し合いの場における教師の支援
話し合いの前段階で児童が個人の意見または
実験結果を持てる時間を確保していると,主体的
な学びにつながることが明らかになった｡
②自己決定の場
児童等に寸受業の展開を決めさせることによっ
て,自らの学びであると認識しながら授業を進め
ることができた｡
また,｢どうしてだろう｣｢なぜだろう｣と考え,
何を学習するべきか自己決定することで児童の学
習意欲は高まることが明らかになった｡
(2)今後の課題
今後の実践研究では,次のことが課題になる｡
① 教師のリー ダーシップ
Y小学校での実践の中で ｢発表をしている児童
と,それを聞いている児童とをつなぐような支援
が必要｣とい う意見があった｡話し合いという活
動の中で,児童が主体的に学ぶためには教師のど
のようなリー ダーシップ (支援)が求められるの
かを検証していきたい｡
② 児童の意見の引き出し方
実践を通して,授業の中で発言できない児童に
対して,意見を引き出す支援が必要だと考えた｡
そのような児童に対する支援を吟味していきたい｡
(3)今後の実践研究における新たな課題
本研究では,児童の主体的な活動の一つとして
実験を取り入れたため,理科に限定した授業実践
になったが,他の教科では児童の主体的な活動と
してどのような活動を設定できるかを検討 ･実践
していきたい｡
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